
 

 

しゅはわたしのぼくしゃ、わたしはとぼしいことがない。 

（しへん 23・1） 

おやすみのひに、おかあさんはおりょうりをしなけ

ればなりませんが、ちょっとつかれていました。わ

たしにてくだってといいました。わたしは「いいよ」

といって、ハンバーグをてつだいました。 
ジェン４とは、キアラ・ルービックが創立したフォコラーレの子どもたちです。 
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ひつじかいのもとでたうさんのひつじが、あんしんしてくさを

たべています。ひつじかいは、とおくのいしにすわって、オオカ

ミがおそってこないか、みまもっています。じぶんのひつじた

ちをあいして、やしなっています。 

イエスさまは、あるひ、みながつかれているのをみ

て、ふねにのせてやすみにいきました。でも、そこに

つくと、たくさんのひとたちがまっていたので、あ

いするためおはなししました。 
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こイエスさまはいつもちかくにいてくださり、わたしたちのこ

とをきにかけてくださいます。わたしたちが、みちにまようこ

と、ひとりぼっとかんじることをのぞまれません。わたしたち

をあいして、ちかくでやしなってくださいます。 

おかあさんはとてもよろこんで、もうつかれてないようでし

た。こんどいっしょにつくるときも、おかあさんは、ざいりょう

をまぜるのが、にがてなので、つかれさせないようにしよう

とおもいました。   （オランダのダミオン） 

おかあさんがおしえてくれたことを、はじめました。それを

ゆうがたつくり、おいしいゆうしょくができました。 


